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日
本
で
生
活
す
る
外
国
人
は
、
感
染
症
拡
大
の
時

期
を
除
け
ば
、
近
年
、
増
加
し
て
き
た
。
町
村
に
お

い
て
も
そ
の
数
は
、
２
０
１
４
年
の
９
・
９
万
人
か

ら
、
２
０
１
９
年
14
・
２
万
人
（
住
基
人
口
ベ
ー
ス
）

へ
と
５
年
間
で
43
％
増
加
し
て
い
る
。

人
口
減
少
が
進
む
日
本
社
会
で
、
地
域
の
産
業
や

生
活
を
担
う
人
材
確
保
は
、
近
い
将
来
、
ま
す
ま
す

深
刻
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
外
国
人
材
に

期
待
す
る
と
す
れ
ば
、
彼
ら
を
受
け
入
れ
、
支
援
す

る
環
境
を
地
域
で
整
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
総
務
省
が
２
０
２
２
年
に
実
施
し
た

多
文
化
共
生
の
推
進
に
係
る
指
針
・
計
画
の
策
定
状

況
調
査
結
果
を
み
る
と
、
町
村
の
対
応
は
鈍
い
。
す

で
に
多
く
の
外
国
人
が
居
住
す
る
大
都
市
や
、
多
く

の
外
国
人
を
雇
用
す
る
製
造
業
等
が
多
数
立
地
す
る

外
国
人
集
住
都
市
で
は
、
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の

策
定
等
を
通
じ
て
、
外
国
人
住
民
の
受
入
れ
に
対
す

る
対
応
策
を
用
意
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
町
村

で
指
針
や
計
画
等
を
策
定
済
み
と
回
答
し
た
の
は

２
７
３
町
村
（
全
町
村
の
29
・
５
％
）
に
留
ま
っ
て

い
る
。
多
く
の
町
村
で
は
、
地
域
に
居
住
す
る
外
国

籍
住
民
は
限
ら
れ
て
お
り
、
計
画
を
策
定
す
る
ま
で

も
な
く
、
個
別
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
と
判
断
し
た
の

だ
ろ
う
。

実
際
に
、
外
国
人
住
民
割
合
が
高
い
町
村
は
ご
く

一
部
で
あ
る
。
多
く
の
日
系
南
米
人
が
集
住
す
る
群

馬
県
大
泉
町
は
代
表
的
だ
が
、
農
業
や
水
産
業
等
で

技
能
実
習
生
が
多
く
居
住
す
る
町
村
、
観
光
業
で
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ガ
イ
ド
等
が
居
住
す
る
町
村
、

外
国
人
研
究
者
や
留
学
生
の
い
る
大
学
や
専
門
学
校

等
が
立
地
す
る
町
村
な
ど
、
個
々
に
特
徴
が
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ま
で
地
域
で
就
労
し
、
生
活
す
る
外

国
籍
の
人
々
が
限
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
近
い
将

来
、
海
外
か
ら
の
人
材
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
選
択

は
な
い
の
か
、
考
え
て
み
る
必
要
は
あ
り
そ
う
だ
。

す
で
に
将
来
を
見
据
え
て
、
地
方
創
生
戦
略
で
、

介
護
や
観
光
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
外
国
人
材
受
入

れ
策
を
掲
げ
る
町
村
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
語

教
育
や
日
本
の
生
活
習
慣
な
ど
の
学
習
機
会
の
提
供

と
と
も
に
、
文
化
や
価
値
観
の
相
違
に
よ
る
誤
解
や

摩
擦
が
生
じ
な
い
よ
う
、
地
域
で
交
流
の
機
会
を
持

つ
工
夫
も
模
索
さ
れ
て
い
る
。
出
入
国
在
留
管
理
庁

に
よ
る
環
境
整
備
交
付
金
を
活
用
し
て
多
言
語
対
応

を
図
る
自
治
体
も
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
、
海
外
の
自
治
体
と
交
流

す
る
国
際
化
の
取
組
み
も
大
切
だ
。
他
方
で
、
わ
が

ま
ち
で
働
き
、
暮
ら
す
人
々
と
し
て
外
国
人
材
を
ど

う
位
置
付
け
る
の
か
。
ま
た
、
水
源
林
や
不
動
産
を

購
入
す
る
外
国
人
に
対
し
、
地
域
社
会
の
ル
ー
ル
や

慣
習
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
理
解
を
求
め
、
合
意

を
図
っ
て
い
く
の
か
。
町
村
に
お
い
て
も
、
多
文
化

共
生
に
つ
い
て
考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
。

初夏に彩りを添える黒部ダム（富山県立
たて

山
やま

町
まち

）

写真キャプション
北アルプスの豊かな大自然に抱
かれた、アーチ形の堰堤が美しい
黒部ダム。毎秒10t 以上の水が噴
き上がる観光放水は、レインボー
テラスで間近に見ることができ、
風向き次第では細かなミストにな
って届く。晴れた日に架かる鮮や
かな虹は壮観である。湖畔沿い
には遊歩道もあり、爽やかな風を
感じながらトレッキングを楽しめる。

町
村
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
多
文
化
共
生

東
洋
大
学
国
際
学
部
国
際
地
域
学
科
教
授

沼ぬ
ま

尾お

 

波な
み

子こ

活

動

活

動

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

荒
木
会
長
が
「
第
４
回
こ
ど
も
未
来
戦
略
会
議
」
に
出
席
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑵

「
地
域
農
政
未
来
塾
」
を
開
講
（
第
７
期
生
）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑷

１
周
年
‼
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
表
彰
２
０
２
２
」

　

―
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！
②
―
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑹

人
口
1
万
人
の
町
の
挑
戦

　

―
移
住
者
を
巻
き
込
ん
だ
官
民
連
携
に
よ
る
地
方
創
生
―
＝
宮
崎
県
都
農
町
�
�
�
�
�
�
�
⑽

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⒁

豊
か
な
未
来
に
向
け
た
新
も
の
が
た
り
の
創
出
�
�
�
徳
島
県
佐
那
河
内
村
長　

岩
城　

福
治
�
⒂
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開
会
に
あ
た
り
、
後
藤
全
世
代
型
社
会

保
障
改
革
担
当
大
臣
が
、「
本
日
の
第
４

回
会
議
で
は
、
加
速
化
プ
ラ
ン
を
支
え
る

安
定
的
な
財
源
の
在
り
方
を
中
心
に
ご
議

論
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
議
論
が
進

め
ら
れ
た
。

荒
木
会
長
は
、
平
井
全
国
知
事
会
長
、

立
谷
全
国
市
長
会
長
と
連
名
で
、「
こ
ど

も
・
子
育
て
政
策
の
強
化
に
向
け
て
（
第

４
回
こ
ど
も
未
来
戦
略
会
議
意
見
）」
を

提
出
す
る
と
と
も
に
、
議
論
の
中
で
も
、

「
自
治
体
の
財
政
力
の
違
い
に
よ
っ
て
、

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
地
域
間
格
差
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
が
全
国
一

律
で
行
う
施
策
等
は
、
国
の
責
任
と
財
源

に
お
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

続
け
て
、「
今
回
の
加
速
化
プ
ラ
ン
に

よ
り
地
方
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
場
合
に

は
、
国
が
適
切
に
財
政
措
置
を
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
徹
底
し
た
歳
出
見

直
し
に
よ
る
公
費
財
源
確
保
に
お
い
て

も
、
地
方
財
源
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
す
る
」
と
述
べ
た
。

地
域
の
実
情
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

「
少
子
化
対
策
や
地
域
の
発
展
に
も
資
す

る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
取
組
に
自
治
体

の
創
意
工
夫
が
活
か
せ
る
よ
う
、
地
方
財

政
措
置
を
含
め
、
自
由
度
の
高
い
交
付
金

等
、
地
方
が
独
自
に
活
用
で
き
る
財
源
の

充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
自
治

体
の
取
組
へ
の
支
援
を
求
め
た
。

最
後
に
、「
少
子
化
対
策
は
、
我
が
国

の
存
続
に
関
わ
る
最
重
要
、
待
っ
た
な
し

の
課
題
で
あ
り
、
安
定
財
源
が
必
要
で
あ

る
。
徹
底
し
た
歳
出
改
革
を
前
提
と
し
、

国
民
全
体
、
社
会
全
体
で
負
担
す
る
と
い

う
基
本
的
な
考
え
方
を
も
と
に
、
関
係
者

間
の
十
分
な
理
解
を
得
た
う
え
で
、
早
期

に
制
度
設
計
、安
定
確
保
を
お
願
い
す
る
」

と
述
べ
発
言
を
締
め
括
っ
た
。

続
い
て
、
出
席
し
た
関
係
閣
僚
か
ら
、

こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強
化
を
支
え
る

財
源
の
在
り
方
に
係
る
各
省
庁
の
考
え
方

等
に
つ
い
て
順
次
発
言
が
行
わ
れ
た
。
特

に
、
松
本
総
務
大
臣
か
ら
は
、「
地
方
独

自
の
事
業
は
も
と
よ
り
、
国
が
進
め
る
事

業
に
つ
い
て
も
、
国
と
地
方
が
車
の
両
輪

と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
地
方
財
源
の
確
保
に
つ
い
て

十
分
な
配
意
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。

議
論
を
踏
ま
え
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣

は
、「
本
日
は
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策

を
抜
本
的
に
強
化
し
て
い
く
た
め
、
今
後

３
年
間
を
集
中
取
組
期
間
と
し
て
実
施
す

る
加
速
化
プ
ラ
ン
を
支
え
る
た
め
の
財
源

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
構
成
員
の
皆
さ
ま

か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
も
踏
ま
え
、
財
源
に

つ
い
て
、
４
つ
の
方
向
性
を
お
示
し
す

る
。
大
前
提
と
し
て
、
少
子
化
対
策
財
源

確
保
の
た
め
の
消
費
税
を
含
め
た
新
た
な

税
負
担
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
ず
、
第
１
に
、
何
よ
り
も
徹
底
し
た

歳
出
改
革
に
よ
る
財
源
確
保
を
図
る
こ

と
。
加
速
化
プ
ラ
ン
を
支
え
る
財
源
に
つ

い
て
は
、国
民
的
な
理
解
が
重
要
で
あ
り
、

全
世
代
型
社
会
保
障
を
構
築
す
る
観
点
か

ら
歳
出
改
革
の
取
組
を
徹
底
す
る
ほ
か
、

▲発言する荒木会長

荒
木
泰
臣
会
長
（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
は
５
月
22
日
、政
府
が
開
催
し
た
「
第

４
回
こ
ど
も
未
来
戦
略
会
議
」（
議
長
・
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
）
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
出
席
し
た
。
第
４
回
と
な
る
本
会
議
で
は
、「
加
速
化
プ
ラ
ン
を
支
え
る

安
定
的
な
財
源
の
在
り
方
」
を
中
心
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。

政
府
か
ら
は
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
、
後
藤
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
担
当

大
臣
（
副
議
長
）、
小
倉
こ
ど
も
政
策
担
当
大
臣
（
同
）、
松
野
内
閣
官
房
長
官
、

松
本
総
務
大
臣
、
鈴
木
財
務
大
臣
、
永
岡
文
部
科
学
大
臣
、
加
藤
厚
生
労
働
大

臣
、
西
村
経
済
産
業
大
臣
等
が
出
席
し
た
。

そ
の
ほ
か
有
識
者
と
し
て
、
地
方
三
団
体
を
含
む
関
係
団
体
や
、
子
育
て
の

当
事
者
・
関
係
者
等
が
出
席
し
た
。

会
議
に
お
い
て
荒
木
会
長
は
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の
強
化
に
係
る
財
源

に
つ
い
て
、
早
期
の
制
度
設
計
と
安
定
確
保
を
求
め
た
。

荒
木
会
長
が
「
第
４
回
こ
ど
も

荒
木
会
長
が
「
第
４
回
こ
ど
も

��

未
来
戦
略
会
議
」
に
出
席

未
来
戦
略
会
議
」
に
出
席

――
安
定
的
な
財
源
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
―

安
定
的
な
財
源
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
―
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

既
定
予
算
の
最
大
限
の
活
用
を
行
う
。

第
２
に
、
こ
う
し
た
歳
出
改
革
の
徹
底

等
に
よ
り
、
国
民
の
実
質
的
な
負
担
を
最

大
限
抑
制
す
る
こ
と
。

第
３
に
、
経
済
活
性
化
、
経
済
成
長
へ

の
取
組
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
。
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
活
力
あ
る
経
済
社
会
に
向
け
、
新

し
い
資
本
主
義
の
も
と
で
取
り
組
ん
で
い

る
、
持
続
的
で
構
造
的
な
賃
上
げ
と
官
民

連
携
に
よ
る
投
資
活
性
化
に
向
け
た
取
組

を
先
行
さ
せ
、
経
済
基
盤
及
び
財
源
基
盤

を
確
固
た
る
も
の
と
し
て
い
く
。

第
４
に
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
少
子
化

対
策
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
こ

と
。
安
定
財
源
確
保
に
向
け
た
歳
出
改
革

の
積
み
上
げ
等
や
、
賃
上
げ
・
投
資
促
進

等
の
取
組
に
は
複
数
年
を
要
す
る
が
、
強

化
さ
れ
た
少
子
化
対
策
は
、
そ
れ
を
待
つ

こ
と
な
く
、
前
倒
し
で
速
や
か
に
実
行
に

移
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
４
つ
の
方
向
性
に
基
づ
き
、

企
業
を
含
め
社
会
・
経
済
の
参
加
者
全
体

が
連
帯
し
、
公
平
な
立
場
で
、
子
育
て
世

帯
を
広
く
支
援
し
て
い
く
新
た
な
枠
組
み

に
つ
い
て
、与
党
の
意
見
も
踏
ま
え
つ
つ
、

具
体
的
に
検
討
し
、
結
論
を
出
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

次
回
の
会
議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論

も
踏
ま
え
て
、
次
元
の
異
な
る
少
子
化
対

策
を
実
行
に
移
し
て
い
く
た
め
の
こ
ど
も

未
来
戦
略
方
針
の
素
案
を
お
示
し
し
て
、

ご
議
論
を
お
願
い
す
る
。

構
成
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
て
は
、
引

き
続
き
、
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
」

と
述
べ
た
。

岸
田
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
後
、
会
議

は
閉
会
さ
れ
た
。

な
お
、
令
和
５
年
５
月
17
日
に
開
催
さ

れ
た
「
第
３
回
こ
ど
も
未
来
戦
略
会
議
」

で
は
、
試
案
に
お
け
る
加
速
化
プ
ラ
ン
の

内
容
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
荒
木
会

長
か
ら
は
次
の
事
項
を
意
見
書
と
し
て
提

出
し
た
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｈ
Ｐ�

�

（https://w
w
w
.zck.or.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

⑴�　

地
方
の
意
見
の
施
策
へ
の
反
映
に
つ

い
て

�　

加
速
化
プ
ラ
ン
に
は
、
幅
広
い
見
地

か
ら
施
策
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
地

方
自
治
体
が
主
体
と
な
り
実
施
す
る
も

の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
地
域
の
実

情
に
即
し
た
施
策
を
実
現
す
る
た
め
、

具
体
的
な
制
度
設
計
に
お
い
て
は
、
現

場
を
担
う
地
方
の
意
見
を
十
分
反
映
さ

せ
る
こ
と
。

⑵�　

安
定
し
た
地
方
財
源
の
確
保
等
に
つ

い
て

①�　

我
が
国
の
少
子
化
対
策
に
は
、現
在
、

地
方
自
治
体
が
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
強
化
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
方
自
治

体
が
こ
れ
ら
の
施
策
に
積
極
的
か
つ
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
安

定
し
た
地
方
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

②�　

地
方
部
に
お
い
て
は
、
こ
ど
も
・
子

育
て
支
援
に
か
か
る
専
門
人
材
が
不
足

し
て
い
る
た
め
、
施
策
を
担
う
た
め
に

必
要
な
人
材
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を

強
化
す
る
こ
と
。

⑶�　

総
合
的
な
施
策
の
全
国
一
律
の
実
施

に
つ
い
て

�　

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
地
域
間

格
差
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
医

療
、
教
育
な
ど
全
国
一
律
に
実
施
す
べ

き
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
国

の
責
任
と
財
源
に
お
い
て
実
施
す
る

こ
と
。

⑷�　

以
上
に
よ
り
、
国
と
地
方
が
緊
密
に

連
携
し
、「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
加

速
化
プ
ラ
ン
」
の
取
組
を
推
進
し
、
我

が
国
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
し
、
地
域
全
体
が
活
気
に
満

ち
た
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
こ
と
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
６
月
12
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
３
２
４
３
号
は
６
月
19
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲岸田内閣総理大臣（右から２番目）ほか会議に出席した関係閣僚
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地
域
農
政
未
来
塾
は
、
農
業
・
農
村
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
、
地
域
の
実
情
と
課
題
を
把
握
し
、
将

来
を
展
望
し
た
農
政
を
提
案
、
実
現
で
き

る
職
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成

28
年
度
か
ら
開
講
し
て
い
る
。
塾
生
は
、

食
料
・
農
業
・
農
村
問
題
を
は
じ
め
、
地

域
づ
く
り
や
自
治
体
行
政
等
、
各
界
を
代

表
す
る
25
名
超
の
講
師
陣
に
よ
る
講
義
に

加
え
、
主
任
講
師
4
名
に
よ
る
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
（
演
習
・
討
議
）
等
、
実
技
・
実
践
を

含
め
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
受
講
を
通
し
た
交

流
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
も
期
待
さ

れ
る
。

生
源
寺
眞
一
東
京
大
学
名
誉
教
授
が
塾

長
を
務
め
、
ゼ
ミ
を
担
当
す
る
主
任
講
師

は
小
田
切
徳
美
明
治
大
学
教
授
、
榊
田
み

ど
り
明
治
大
学
客
員
教
授
、
荘
林
幹
太
郎

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
プ
ロ
グ
ラ
ム

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
中
嶋
康
博
東
京
大
学
大

学
院
教
授
（
五
十
音
順
）
の
４
名
で
あ
る
。

今
年
度
の
塾
生
は
、
全
国
の
町
村
役
場

に
勤
務
す
る
職
員
を
対
象
に
募
集
し
、
選

考
を
経
て
決
定
し
た
23
名
で
、開
講
以
来
、

最
多
と
な
っ
た
。

全
国
町
村
会
館
で
行
っ
た
開
講
式
で

は
、
は
じ
め
に
、
全
国
町
村
会
の
横
田
事

務
総
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
昨
年
度
の
未
来
塾
は
対
面
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
、
改
め
て
対
面
で
実
施
す
る

こ
と
の
意
義
を
感
じ
た
。
皆
さ
ま
に
は
、

地
域
の
課
題
に
気
付
く
た
め
の
知
識
や
観

察
力
、
解
決
策
を
提
案
す
る
た
め
の
思
考

力
、
そ
し
て
、
行
動
に
移
す
実
行
力
等
を

身
に
つ
け
、
地
元
の
地
域
づ
く
り
を
担
う

戦
力
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

忙
し
い
業
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て
の
ご
参

加
は
ご
苦
労
も
多
い
か
と
思
う
が
、
こ
の

塾
で
こ
れ
か
ら
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

や
、
塾
生
同
士
の
絆
が
、
こ
の
先
、
皆
さ

ん
の
人
生
の
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
お

約
束
す
る
」
と
述
べ
た
。

次
に
、生
源
寺
塾
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

「
昨
今
、
世
の
中
が
か
な
り
揺
れ
動
い
て

い
る
。
農
業
経
営
の
関
係
で
言
う
と
、

2
0
2
2
年
に
は
穀
物
、
飼
料
の
価
格
が

全
国
町
村
会
（
会
長
・
荒
木
泰
臣
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
は
、
５
月
19
日
、
町

村
の
農
政
や
地
域
づ
く
り
の
担
当
職
員
を
対
象
と
し
た
「
地
域
農
政
未
来
塾
」

の
開
講
式
を
開
催
し
た
。

７
期
目
と
な
る
今
回
は
23
名
の
町
村
職
員
を
塾
生
に
迎
え
、
来
年
２
月
ま
で

計
７
回
の
講
座
を
開
く
ほ
か
、
ゼ
ミ
毎
に
行
う
現
地
調
査
等
を
通
じ
て
、
地
域

の
課
題
に
対
応
し
た
農
業
・
農
村
政
策
を
提
案
・
実
践
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
す
。

▲横田事務総長

▲塾長：生源寺東京大学名誉教授

「
地
域
農
政
未
来
塾
」を
開
講
（
第
７
期
生
）

「
地
域
農
政
未
来
塾
」を
開
講
（
第
７
期
生
）

―
将
来
を
展
望
し
た
農
業
・
農
村
政
策
を
実
行
で
き
る
職
員
を
養
成
―

―
将
来
を
展
望
し
た
農
業
・
農
村
政
策
を
実
行
で
き
る
職
員
を
養
成
―

全
国
町
村
会

全
国
町
村
会
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
0
0
0
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
2
0
0
0
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
0
0
0
億
円
の

う
ち
６
0
0
0
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
2

0
0
0
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

高
騰
し
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
っ
て
そ
れ
に
拍
車
が
か
か

り
、
食
料
の
安
定
供
給
、
安
定
確
保
に
も

重
大
な
懸
念
が
生
じ
て
い
る
。
食
料
生
産

の
問
題
に
深
く
関
わ
る
農
村
の
価
値
を
再

認
識
・
再
確
認
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
変
え

て
い
く
、
そ
の
意
味
で
も
こ
の
塾
が
持
つ

意
味
は
重
い
」
と
指
摘
。

そ
の
う
え
で
、「
地
域
農
政
未
来
塾
で

は
、
塾
生
同
士
や
講
師
と
の
つ
な
が
り
、

特
に
主
任
講
師
と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
と

深
さ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
塾
だ
か

ら
こ
そ
学
べ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
皆

さ
ま
方
の
持
つ
潜
在
力
を
開
花
さ
せ
る
。

そ
こ
に
こ
の
塾
の
価
値
が
あ
る
。
学
ん
だ

こ
と
が
す
ぐ
に
役
立
つ
と
は
限
ら
ず
、
何

年
か
後
に
『
こ
こ
で
活
き
て
い
る
』
と
思

い
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
れ
ば
十
分

で
あ
る
。
こ
の
塾
は
短
期
集
中
で
あ
る
が

故
に
、
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
」
と
激
励
し
た
。

続
い
て
、
皆
川
芳
嗣
地
域
農
政
未
来
塾

運
営
委
員
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

「
私
は
38
年
間
役
所
で
行
政
経
験
を
積
ん

で
き
た
が
、
縦
割
り
行
政
の
中
だ
け
で
は

解
決
し
難
い
問
題
が
沢
山
あ
る
。
役
所
を

退
職
後
、（
一
社
）
日
本
農
福
連
携
協
会

や
（
一
社
）
日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会

で
仕
事
を
し
て
お
り
、
そ
こ
で
い
つ
も
気

付
か
さ
れ
る
こ
と
は
、
横
の
連
携
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
縦
割
り
の
中
で
見
出
し

難
い
さ
ま
ざ
ま
な
解
法
が
見
つ
か
る
こ
と

で
あ
る
。
町
村
行
政
の
最
前
線
に
い
る
皆

さ
ま
は
、
分
野
を
ま
た
が
っ
た
連
携
が
、

い
と
も
簡
単
に
で
き
る
環
境
に
あ
る
と
思

う
。
そ
し
て
、
農
政
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

を
融
合
さ
せ
る
の
に
非
常
に
良
い
分
野
だ

と
思
う
。
皆
さ
ま
に
は
、
そ
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
挑
戦
を
し
て
、
新
し
い
解
法
を

探
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
臨
席
し
た
横
山
紳
農
林
水

産
事
務
次
官
か
ら
は
、

「
現
在
、
農
林
水
産
業
は
大
き
な
変
わ
り

目
に
来
て
い
る
。
我
々
は
『
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
』
に
つ
い
て
、
現
代
に
合
わ

せ
て
変
え
て
い
く
た
め
の
検
討
を
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
地
方
や
農
村
は
大
き
く

変
わ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
１
つ
は
人
口
減

少
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
未
来
に
向

か
っ
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

我
々
は
政
策
や
補
助
金
、
法
令
を
策
定

す
る
が
、
そ
れ
を
活
用
す
る
の
は
町
村
の

現
場
で
あ
る
。
各
町
村
の
現
場
で
、
実
際

に
住
民
の
顔
を
見
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
１
番
大

事
だ
と
思
う
。
こ
の
１
年
で
皆
さ
ま
が
ど

れ
だ
け
成
長
す
る
の
か
、
大
き
く
期
待
し

な
が
ら
見
守
っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

最
後
に
、
4
名
の
主
任
講
師
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
後
、
塾
生
を
代
表
し
て
長
野
県

中
川
村
の
浦
上
一
也
氏
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
日
本
の
農
政
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
。
担
い
手
不
足
な
ど
農
業
者
を
取

り
巻
く
諸
課
題
は
も
と
よ
り
、
I
C
T
・

I
o
T
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
台

頭
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
重
要

度
が
再
認
識
さ
れ
た
食
料
安
全
保
障
等
、

生
産
者
だ
け
で
な
く
消
費
者
に
お
い
て

も
、
対
岸
の
火
事
と
油
断
し
て
は
い
ら
れ

な
い
状
況
で
あ
る
。
農
を
取
り
巻
く
諸
課

題
解
決
に
向
け
、
当
事
者
意
識
を
持
ち
、

塾
生
同
士
助
け
合
い
な
が
ら
、
自
ら
考

え
、
提
案
し
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る
職

員
と
な
る
べ
く
、
懸
命
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
」
と
決
意
を
述
べ
、
開
講
式
は
閉

会
し
た
。

▲主任講師：左から中嶋氏・荘林氏・榊田氏・小田切氏▲第７期の塾生の皆さま

▲運営委員長：皆川理事長▲来賓：横山農林水産事務次官
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前
回
（
2
0
2
3
年
５
月
29
日
発
行
・

第
3
2
4
１
号
）、『
１
周
年
‼
「
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
表
彰

2
0
2
2
」
―
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
応
援
し
ま
す
！
①
―
』
で
は
、「
第

3
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
～
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
～
」
の
概
要
と
「
ス
ポ

ま
ち
！
長
官
表
彰
2
0
2
2
」
に
お
い
て

受
賞
さ
れ
た
3
つ
の
町
の
取
組
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
前
号
に
引
き
続
き
、
１
周

年
‼
「
ス
ポ
ま
ち
！
長
官
表
彰
2
0
2

2
」
に
お
い
て
受
賞
さ
れ
た
７
つ
の
町
の

う
ち
、
4
つ
の
町
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

石
川
県
宝
達
志
水
町

「
育
て
よ
！
町
の
宝
～
郷
土
愛
を
育
む

〝
ス
ポ
ー
ツ
×
文
化
〟
に
よ
る
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」

※
式
典
は
ご
公
務
に
よ
り
ご
欠
席

石
川
県
宝
達
志
水
町
は
、「
育
て
よ
！

町
の
宝
」
を
テ
ー
マ
に
、
未
来
を
担
う
若

者
が
育
ち
、
み
ん
な
が
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
町
や
関
係
団
体
が
一
体
と

な
り
交
流
人
口
や
関
係
人
口
の
拡
大
等

の
、稼
ぐ
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
加
わ
っ
た
「
宝

達
ス
ポ
ー
ツ
文
化
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
ハ

ブ
と
な
り
、
商
工
・
観
光
分
野
の
関
連
機

関
が
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

観
光
・
商
工
業
・
農
林
水
産
業
の
振
興
を

目
指
す
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
と
豊
富
な
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
域
内
の
周
遊
性
向
上
・
賑
わ
い

創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

佐
賀
県
み
や
き
町

「
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
～「
す
る
」「
み
る
」

「
さ
さ
え
る
」
で
「
健
幸
」
に
な
る
～
」

佐
賀
県
み
や
き
町
は
、
2
0
2
0
年
に

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
宣
言
を
行
い
、
全

国
自
治
体
初
と
な
る
女
子
サ
ッ
カ
ー
推
進

室
を
設
置
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
「
み
や

き
な
で
し
こ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
支
え
、

子
ど
も
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
引
退
し
た
選

手
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
提
供
し
町
へ

の
定
着
を
促
す
こ
と
等
を
通
じ
、
誰
も
が

健
康
で
、
幸
せ
に
、
意
欲
的
で
、
活
躍
す

る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
と
連
携
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

熊
本
県
大
津
町

「
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
で
大
津
町
の
魅
力
を
発

信
！
～
地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」

熊
本
県
大
津
町
は
、
町
で
盛
ん
な
武
道

や
文
化
、
ま
た
魅
力
あ
る
自
然
を
活
か
し

た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
ま

す
。剣

道
、
居
合
等
を
核
と
し
た
武
道
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
は
じ
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
茶
道
等
の

文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
着
地
型
観
光
商
品

の
開
発
や
販
売
を
、
地
域
一
体
と
な
っ
て

行
い
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

１１　

は
じ
め
に

　

は
じ
め
に

２２　　

��

１１
周
年
‼
「
ス
ポ
ま
ち
！
長
官

周
年
‼
「
ス
ポ
ま
ち
！
長
官

表
彰
表
彰
２
0
２
２

２
0
２
２
」
受
賞
自
治
体

」
受
賞
自
治
体

紹
介
（

紹
介
（
p
a
r
t

p
a
r
t
２２
））

▲佐賀県みやき町

▲熊本県大津町

１
周
年

１
周
年
‼‼
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り

��

優
良
自
治
体
表
彰
２
０
２
２
」

優
良
自
治
体
表
彰
２
０
２
２
」

―
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！
②
―

―
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！
②
―

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官
（
地
域
振
興
担
当
）
ス
ポ
ー
ツ
地
域
振
興
調
査
官
　

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官
（
地
域
振
興
担
当
）
ス
ポ
ー
ツ
地
域
振
興
調
査
官
　
田
中
聖
也

田
中
聖
也
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【スポーツ・文化 両輪でまちの魅力を発信】
関係団体・地域資源をつなぎ合わせ、通過型観光から滞在型観光へとシフト
【豊富な地域資源】
○能登最高峰「宝達山」 ○日本で唯一の砂浜を車で走れる海岸「なぎさドライブウェイ」
○高級ぶどう「ルビーロマン」 ○黒いダイヤ「黒蜜姫(黒いちじく)」 ○白いダイヤ「宝達葛」

① スポーツを活用した経済・社会の活性化
② スポーツを通じた健康増進・心身形成・病気予防
③ 自然と体を動かしてしまう「楽しいまち」への転換

＜目標分野＞ ※該当するものに全て印

＜概要＞ 計画期間：～令和7年3月31日

【フォローアップ欄】 令和5年度以降における計画の進捗状況

育てよ！町の宝 ～未来を担う若者が育ち、みんなが誇れるまちづくり～
【具体目標】
・スポーツをきっかけとした交流人口・関係人口の拡大 ・観光・商工業・農林水産業の振興による稼ぐ地域づくり

＜目標内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

各種基礎データ

＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題〉
・関係団体一体となった誘客体制が整っておらず、観光客の周遊性が低い。
・地域の活力向上に向け、交流拠点の整備やイベントの開催等を通じた交流人口・ 関係人口の拡大が必要。

〈総合的な取組内容〉 第２次宝達志水町総合計画
■「未来のために学び、楽しむ」 ■「産業の可能性を芽吹かせ育てる」

育てよ！町の宝 ～郷土愛を育む"スポーツ×文化"による地域活性化プロジェクト～

●スポーツ部局の所属先
教育委員会生涯学習課
●地方スポーツ推進計画：なし
●地方版総合戦略
第２次宝達志水町総合計画
●地域スポーツコミッション
NPO法人宝達スポーツ文化コミッション(R2.3設立)

地域再生計画

連携・協力

コミッションの機動力で関係各課が横連携

商工観光課
（首長部局）

生涯学習課
（教育委員会部局）

町

関係団体をつなぐ

プラットフォームの構築

スポーツ 文化

商工 観光

コミッション

町

地域資源をつなぐ

ツーリズムへと昇華し、まちの魅力を発信

北陸初！公設まんが館
町特産

ルビーロマン いちじく

なぎさドライブウェイ

コミッション

地域おこし協力隊

ハンズオン支援

地域おこし協力隊
ハンズオン支援

まちのマスコットキャラクター
ほっぴーさん

オムライスのまち
宝達志水町

第２次総合計画

町HP

宝達スポーツ文化コミッションがハブとなり

コミッションがハブとなり関係団体が連携

スポーツ協会 文化協会

観光協会

スポーツ推進委員 スポーツ少年団

商工会

関係団体

宝浪漫マラソン

シビックプライドの
醸成

スポまち！長官表彰2022

【問合せ先・電話番号】
宝達志水町教育委員会生涯学習課
TEL:0767-29-8320

※遊休施設の活用

周 遊 性 向 上
賑 わ い 創 出

石川県宝達志水町８

各種基礎データ
●スポーツ部局の所属先：女子サッカー推進室
●地方版総合戦略：第2期総合戦略
●地域スポーツコミッション：一般社団法人みやきスポーツコミッショ
ン（設立：2020年4月7日）

【問合せ先・電話番号】 0942-89-1655
佐賀県みやき町総務部女子サッカー推進室

【トップアスリートの協力】・・・スポーツ政策ディレクターに元なでしこジャパンGK海堀あゆみ氏就任！魅力あるスポーツサービスの提供を行う

【持続可能なシステム】・・・引退した選手のセカンドキャリアを本町を舞台とし、町に定着することで、アスリートの経験を地域に還元！！

① スポーツを活用した経済・社会の活性化
② スポーツを通じた健康増進・心身形成・病気予防
③ 自然と体を動かしてしまう「楽しいまち」への転換

＜目標分野＞ ※該当するものに全て印

＜概要＞ 計画期間：～令和7年3月31日

【フォローアップ欄】 令和5年度以降における計画の進捗状況

女子サッカー（みやきなでしこクラブ）を軸として、スポーツで地域の賑わいを創出する！
【具体的な目標】
★年間転入者数（899人→1,080人）★スポーツイベント年間参加者数（719人→1000人）
★スポーツ交流拠点の年間利用者数（170,179人→240,000人）★健康寿命の引き上げ〈男女ともに、84.45歳→84.65歳〉

＜目標内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞
＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題〉
 将来的な人口減が見込まれ、魅力ある町となるため、これまで以上に定住人口・交流人口を拡大する方策が必要
 県内中学校に女子サッカー部がない/少子化によるスポーツクラブの減少で、子どもたちがサッカーを続ける環境が少ない

スポまち！長官表彰2022

女子サッカーを軸としたスポーツでまちづくり →地域がにぎわい、誰もが健康・幸せ・活躍できる持続可能なまちへ！

現役中の働き口を支援
・生活が安定し、地域で活躍！

みやき
なでしこクラブ

交流人口UP！

子どもの競技力
人間性UP！

地域スポーツ
普及UP！

地域住民
健康UP！

2023
TOPチーム創設

・多目的人工芝グラウンド建設（検討中）
→全国大会規模の大会を誘致し地域活性化！

・U12～18 人材育成プログラム
・語学研修、日本文化習得など
人間性を育み、 世界も視野に！
・～小学校向け：体づくりプログラム
・中～高校向け：部活動の受け皿に！

・地域資源を活かしたイベントの開催
・セルフメディケーションの定着
→する、みる、地域でささえる、場づくり

アスリートのまちへの定着！

詳しくは
こちら↓

※ クラブのサポートは地域おこし協力隊、 活動資金はふるさと納税活用

引退後の
セカンドキャリアを確保
・みやき町で
勤務し、経験を後進に！

健康
増進課

みやき
ファーム

商工会

体育協会

文化
連盟

子ども
未来課

民間企業
・県内外企業

（一社）
みやきスポーツ
コミッション

・みやきなでしこクラブ
・みやきなでしこファーム

委託・連携
地域おこし協力隊
の人的支援

支 援
企業版

ふるさと納税等

農業

地域包括
支援センター

市村清記念
メディカルコミュニティ

センター
みやき町

教育
委員会

ふるさと
振興協会

みやきなでしこ米
出品

支 援

健康・福祉

全国自治体初!!「女子サッカー推進室」を設置!!～ 「女子サッカーのまち宣言」～

みやきなでしこクラブ

Since2020

活動下支え！

田んぼでどろんこサッカー

子ども向けスポーツ適正診断

産業
支援課

女子サッカー
推進室

佐賀県みやき町18
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ま
す
。

ま
た
、
大
津
町
の
強
み
で
あ
る
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
や
宿
泊
施
設
が
多
い
こ
と
を
活

か
し
、
地
域
外
の
企
業
や
大
学
な
ど
に
幅

広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
誘
致

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

宮
崎
県
都
農
町

「
つ
の
職
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
ス
ポ
ー
ツ

選
手
に
よ
る
町
の
課
題
解
決
～
」

宮
崎
県
都
農
町
で
は
、
若
者
の
移
住
定

住
の
促
進
と
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
未
来
を
考

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

行
政
・
民
間
・
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
い
っ

た
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
関
係
性
で
事
業
を

行
い
、
誘
致
し
た
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
を
地

域
一
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
と
と
も
に
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
サ
ッ
カ
ー

選
手
が
、
町
へ
の
移
住
定
住
促
進
の
た
め

の
広
報
活
動
や
、
空
き
家
対
策
事
業
、
農

業
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
に
従
事
し
、
地
域
課

題
の
解
決
と
地
域
ぐ
る
み
で
の
「
職
育
」・

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
育
成
を
図
っ
て
い

ま
す
。

１
周
年
‼
「
ス
ポ
ま
ち
！
長
官
表
彰

2
0
2
2
」
に
お
い
て
受
賞
さ
れ
た
７
つ

の
町
の
取
組
を
前
号
（
第
3
2
4
１
号
）

と
今
号
（
第
3
2
4
2
号
）
の
2
回
に
分

け
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
取
組
は
、
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
進

ん
で
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
庁

と
し
て
も
引
き
続
き
重
点
的
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。

2
0
2
１
年
度
に
受
賞
し
た
自
治
体
か

ら
は
、
表
彰
を
機
に
地
元
で
の
合
意
形
成

が
進
め
や
す
く
な
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
、

地
元
で
の
関
心
や
理
解
も
高
ま
り
、
他
の

自
治
体
の
刺
激
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
表
彰
制
度
を
通
じ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
す
る
地
域

が
増
加
し
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

表
彰
式
典
に
は
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
も
参
加

す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
注
目
度
が
高

ま
っ
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
「
ス
ポ
ま
ち
！
長
官
表
彰
2

３３　

さ
い
ご
に

　

さ
い
ご
に

各種基礎データ
●スポーツ部局の所属先：教育委員会生涯学習課
●地方スポーツ推進計画：
●地方版総合戦略：まち・ひと・しごと創生総合戦略
（令和2年3月策定）
●地域スポーツコミッション：肥後おおづスポーツ文化コミッ
ション（平成31年2月設立）
●その他：
【問合せ先・電話番号】
大津町産業振興部商業観光課

096-293-3115

①着地型観光商品の開発・・・大津町で盛んな武道や文化、また、魅力ある自然を活かして統一感のある観光型
商品の開発や運営を行う。

②観光プラットフォームの整備・・・個々で活動している各種スポーツ団体や文化団体等を一元化するスポーツ文化
に関する観光プラットフォームを整備し、自立を見据えた管理運営の形を作る。

① スポーツを活用した経済・社会の活性化
② スポーツを通じた健康増進・心身形成・病気予防
③ 自然と体を動かしてしまう「楽しいまち」への転換

＜目標分野＞ ※該当するものに全て印

＜概要＞ 計画期間：～令和５年３月３１日

【フォローアップ欄】 令和5年度以降における計画の進捗状況

スポーツのまちづくりや町の地域資源を生かした着地型観光商品など、観光産業とスポーツ文化事業との連携によ
る新しいコンテンツ創出に、官民連携のもと取り組むことにより、交流人口の増加につなげるとともに、地域活性化を
図る。
【数値目標：ツーリズム参加者数 75人(R2)→112人(R3)→142人(R4) 329人（累計）】

＜目標内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題〉
・大津町は、熊本市と阿蘇地域の中間地点に位置し観光やスポーツ大会関係で町外からの来訪者があるが、町内での滞在
時間を延ばすような着地型観光商品がなく、町内での滞在時間が短く、消費額が少ない。
・大津町の運動公園は、体育館のほか球技場や多目的広場などを併設し、多種多様なスポーツを楽しむことが可能な「スポー
ツの町・大津」を象徴する施設となっており、コンベンションや誘致活動の推進で、収益・経済効果創出面でも伸びしろがある。
〈総合的な取組内容〉

スポまち！長官表彰2022
スポーツと文化で大津町の魅力を発信！～地域経済活性化プロジェクト～

■着地型観光商品の開発
武道ツーリズム（剣道、居

合）、文化ツーリズム（茶道）、
アウトドアツーリズム（ウォーキン
グ）の開発及び販売。
■スポーツ大会等の誘致
大津町の強み（首都圏からの
利便性や宿泊施設の多さ等）
を地域外の企業や大学などに幅
広くPRし、スポーツ大会などを誘
致。

交
流
人
口
の
拡
大

地
域
経
済
の
活
性
化

武道

文化

アウトドア

スポーツ大会

肥後おおづスポーツ文化コミッション

（一社）肥後おおづ
観光協会

・コンベンション・商品化窓口

大津町役場
・情報発信・関係機関との連携

各スポーツ団体・
文化団体

・地域スポーツ振興
・体験プランの実施

大津町
商工会

・特産品販売・祭り

熊本県大津町19

▲宮崎県都農町

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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0
2
3
」
の
応
募
開
始
に
つ
い
て
は
、
６

月
上
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ま
も
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
っ

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
！

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
ぜ
ひ
、
ご

検
討
く
だ
さ
い
！

職
員
一
同
、
一
緒
に
取
り
組
み
ま
す
！

お
問
い
合
わ
せ
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

各種基礎データ
●スポーツ部局の所属先：
都農町 教育委員会 社会教育課 保健体育係
●地方スポーツ推進計画：なし
●地方版総合戦略：
第2期人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略
●地域スポーツコミッション：ツノスポーツコミッション
●協力スポーツチーム：
ヴェロスクロノス都農（株式会社J.FC宮崎所属）
【問合せ先・電話番号】
宮崎県都農町まちづくり課まちづくり係
0983－25－5711

【サッカーチームによる町の課題解決】
地域おこし協力隊制度を活用して、現役サッカー選手が地域課題解決に躍動！！

【アカデミー教育をまち全体でサポート】
寮生活と地域での仕事を通して、「よき社会人」の育成に寄与！！

① スポーツを活用した経済・社会の活性化
② スポーツを通じた健康増進・心身形成・病気予防
③ 自然と体を動かしてしまう「楽しいまち」への転換

＜目標分野＞ ※該当するものに全て印

＜概要＞ 計画期間：令和元年８月７日～令和７年３月（中間目標）

【フォローアップ欄】 令和5年度以降における計画の進捗状況

「スポーツ」「生活」「教育」「仕事」を通して、少年期から青年期までの若者を地域企業・農家・行政など、地域ぐる
みで育てる取り組み（職育）を行う。

＜目標内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題〉
●町内唯一の高校が廃校となり、ますます若者が流出。 ●農業・漁業・商工業などの産業分野の担い手が不足。

〈総合的な取組内容〉

スポまち！長官表彰2022
つの職育プロジェクト ～スポーツ選手による町の課題解決～

団体管理契約

活動内容管理

委嘱

地域おこし協力隊
(サッカー選手)

運営

U18・U15アカデミー生

町内企業

都農町

地域による人材育成
・ツノスポーツアカデミー運営
・地域の事業者と連携して職業体験

移住定住促進
・SNSや広報誌での情報発信
・空き家対策、活動拠点整備

農業担い手サポート
・農家と働き手のマッチング
・農家サポート(繁忙期の支援など)

町内農家
サポート体制【課題１】

町内の若者が
いない！

【課題２】
人口減少によ
り空き家増！

【課題３】
若い働き手が
不足！

課
題
を
ま
と
め
て

ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
解
決
！

スポーツを通して
仲間と高校生
活！若者増！

移住者が増え
町内も活性化！

スポーツ選手の
セカンドキャリア
育成に！

こ
れ
か
ら
の
都
農
町
！

宮崎県都農町20

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官

（
地
域
振
興
担
当
）付　

地
域
振
興
係

0
3-

５
2
５
3-

4
１
１
１

（
内
線
3
9
3
１
）

E-m
ail　

stiiki@
m
ext.go.jp

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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１
．
都
農
町
の
概
要

宮
崎
県
都
農
町
は
、
北
緯
32
度
東
経
１
３

１
度
に
あ
た
り
、
県
都
宮
崎
市
と
工
都
延
岡

市
の
中
間
に
位
置
す
る
町
で
す
。
東
西
に
長

い
地
形
で
、
西
に
は
日
本
二
百
名
山
に
名
を

連
ね
る
尾
鈴
山
を
眺
め
、
東
に
は
豊
富
な
魚

介
類
が
獲
れ
、
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も

名
高
い
日
向
灘
を
望
み
ま
す
。
都
農
町
は

「
山
と
滝
と
く
だ
も
の
の
町
」
を
標
榜
し
て
お

り
、「
農
の
都
」
の
名
の
と
お
り
第
一
次
産
業

を
基
幹
産
業
と
し
て
い
る
町
で
す
。
都
農
町

は
宮
崎
県
内
で
も
有
数
の
ぶ
ど
う
の
産
地

で
、
多
雨
多
湿
の
環
境
で
の
ぶ
ど
う
栽
培
は

世
界
的
に
も
珍
し
く
、
隣
接
す
る
川
南
町
を

含
む
尾
鈴
地
域
の
ぶ
ど
う
で
作
ら
れ
た
ワ
イ

ン
は
世
界
中
で
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

都
農
町
で
は
、
保
育
料
完
全
無
料
・
高
校

３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
無
償
・
学
校

給
食
費
無
償
等
、
子
育
て
に
優
し
く
、
誰
も

が
住
み
た
く
な
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

▲都農町を日向灘から見た展望

▲矢研の滝

宮崎県

都農町

都つ

農の

町ち
ょ
う

宮
崎
県

人
口
1
万
人
の
町
の
挑
戦

�

移
住
者
を
巻
き
込
ん
だ

      

　
　
　
　
官
民
連
携
に
よ
る
地
方
創
生

2023年（令和 5年） 6月 5日　10第3242号
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２
．
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り

都
農
町
で
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
「
つ
の

職
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打
ち
、
一
般
社

団
法
人
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
株

式
会
社J.FC

宮
崎
と
の
3
者
協
定
の
も
と

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

都
農
町
が
抱
え
る
少
子
高
齢
社
会
や
産
業
の

担
い
手
不
足
、
学
生
の
町
外
流
出
な
ど
の
課

題
を
協
力
団
体
と
共
に
解
決
し
て
い
こ
う
と

い
う
取
組
で
す
。
一
般
社
団
法
人
ツ
ノ
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
理
念
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、

都
農
町
の
課
題
に
対
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
面

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
、
宮
崎
市
を

本
拠
地
と
し
て
活
動
し
て
い
たJ.FC

 
M

IYA
ZA

KI

（
現
ヴ
ェ
ロ
ス
ク
ロ
ノ
ス
都
農
）

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
誘
致
し
ま
し
た
。

J.FC
 M

IY
A

Z
A

K
I

も
よ
り
良
い
練
習
環
境

や
選
手
の
働
く
場
を
求
め
て
お
り
、
各
団
体

の
課
題
を
共
有
し
た
上
で
、
各
々
の
特
色
を

活
か
し
て
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

３
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用

こ
う
し
た
取
組
の
中
で
誘
致
し
た
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
で
す
が
、
当
初
は
地
域
の
方
か

ら
「
ど
う
し
て
来
た
の
？
」「
ど
う
い
う
人

た
ち
な
の
？
」
と
い
っ
た
声
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
ら
に
、
地

域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
と
共
に
地
域
に

根
付
い
た
活
動
を
し
て
も
ら
う
こ
と
、
彼
ら

の
仕
事
を
創
出
す
る
こ
と
と
い
う
2
つ
の
課

題
解
決
に
う
っ
て
つ
け
の
制
度
が
『
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
』
で
し
た
。
こ
の
制
度
は

都
市
部
か
ら
過
疎
地
域
に
移
住
し
た
方
を
協

力
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
、
自
治
体
の
抱
え
る

課
題
を
業
務
と
し
て
解
決
し
て
い
く
取
組

で
、
活
動
に
係
る
報
償
費
や
経
費
が
特
別
交

付
税
措
置
の
対
象
と
な
る
も
の
で
す
。
都
農

町
で
仕
事
が
し
た
い
、
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
も

し
た
い
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
が
し
た
い

と
い
う
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
希
望
を
叶
え
る
た

め
に
、
一
般
社
団
法
人
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
受
け
入
れ
団
体
と
な
っ
て
選

手
の
活
動
の
管
理
を
行
い
、
選
手
が
個
人
事

業
主
と
し
て
業
務
委
託
契
約
を
結
ぶ
こ
と

で
、
活
動
時
間
や
活
動
内
容
に
幅
を
持
た
せ

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

４
．�

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
セ
カ
ン
ド

キ
ャ
リ
ア
の
育
成

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
は
移
住
定
住
も

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
地
域
へ
の
移

住
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
任
期

後
に
定
住
す
る
か
ど
う
か
は
隊
員
次
第
と

な
っ
て
お
り
、
普
段
の
協
力
隊
活
動
に
時
間

を
奪
わ
れ
、
定
住
に
関
し
て
考
え
る
余
裕
が

な
い
と
い
う
声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
中
で
都
農
町
で
は
定
住
に
つ
い
て
も

考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
地
域
の
事
業
者
へ

の
お
手
伝
い
を
担
い
手
不
足
の
解
消
に
つ
な

が
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
与
え
、
地
域
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
、
併
せ
て
選
手
引
退
後
の

▲都農ワインと尾鈴ぶどう

▲地元農家のお手伝いサポート▲町内空き家の清掃活動
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働
き
方
を
含
め
た
生
活
を
意
識
し
て
も
ら
う

『
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
育
成
』
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
隊
員
自
身
の
や
り
た
い
こ

と
や
興
味
の
あ
る
こ
と
と
、
町
の
課
題
を
結

び
つ
け
る
こ
と
で
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
も
ら
う
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
協
力
隊
活
動
に
必
要
な
資
格
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
任
期
後
の
定
住
に
つ
な
が
る
よ

う
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取
組
も
積
極
的
に
応

援
す
る
こ
と
で
、
隊
員
の
意
識
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。

５
．
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
運
営

一
般
社
団
法
人
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
地
域
の
課
題
解
決
を
行
い
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
運
営
も
担
っ

て
い
ま
す
。
令
和
3
年
3
月
に
町
内
唯
一
の

高
等
学
校
で
あ
っ
た
宮
崎
県
立
都
農
高
校
が

廃
校
と
な
っ
て
し
ま
い
、
高
校
に
進
学
を
す

る
学
生
は
必
ず
町
外
に
出
て
し
ま
う
と
い
う

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
通

信
制
学
校
に
通
い
つ
つ
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
、
将
来
に
つ
な
が
る
こ
と
を
体
験
し
な
が

ら
生
活
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
で
あ
る
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
が
い
る
環
境
で
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
み
な

が
ら
高
校
卒
業
資
格
の
取
得
を
目
指
し
、
隙

間
時
間
で
は
語
学
学
習
や
地
元
企
業
で
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
行
い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
ん

だ
り
、
社
会
経
験
を
積
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
意
欲
あ
る
若
者
の
学
び
の
場

の
提
供
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
不
登
校
や
人

間
関
係
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
若
者
が
ス

ポ
ー
ツ
と
い
う
理
念
の
も
と
に
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
い
う
面

で
も
、
都
農
町
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス
要

因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
指
導
す
る
監
督
・

コ
ー
チ
陣
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
あ
り
、

子
供
た
ち
へ
指
導
し
な
が
ら
自
分
の
能
力
を

十
二
分
に
発
揮
し
、
都
農
町
へ
の
定
住
を
考

え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
し
て
い
ま
す
。

６
．�
つ
の
職
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の�

実
績
と
町
の
声

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
3
年
が
経
過

し
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
や
そ
の
家
族
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
を
含
め
て
約
１
０
０
名
の
人
が
都
農

町
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
関
連
の

活
動
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
課
題

解
決
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
居
住
す
る
地
区

の
自
治
会
に
も
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
催
事

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
地
域
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
治

会
か
ら
は
「
若
い
世
代
が
入
っ
て
く
れ
た
こ

と
で
賑
わ
い
が
増
し
た
」「
子
ど
も
会
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
に
も
活
気
が
出
た
」
な
ど
の
お

声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

「
移
住
者
が
ど
ん
な
人
物
で
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
の
か
が
見
え
づ
ら
い
」
と
い
っ
た

声
も
あ
る
た
め
、
も
っ
と
活
動
内
容
の
発
信

を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

都
農
町
で
は
全
世
帯
を
対
象
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

▲都農町の魅力発信の動画撮影

▲高校単位取得のための授業風景

▲生徒たちへのサッカー指導の様子

▲子育て包括支援センターを活用する親子
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端
末
を
無
償
貸
与
し
て
お
り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
を
は
じ
め
と
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
収
集
を
手
助
け
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

７
．
移
住
促
進
施
策
の
充
実

こ
の
よ
う
に
国
の
制
度
も
積
極
的
に
活
用

し
て
い
ま
す
が
、
町
独
自
の
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。
大
き
く
分
け
て
3
つ
に
カ
テ
ゴ
ラ

イ
ズ
さ
れ
、
移
住
定
住
、
子
育
て
、
空
き
家

等
利
活
用
に
分
か
れ
ま
す
。

移
住
定
住
に
関
し
て
は
、
住
宅
建
設
や
保

留
地
取
得
の
際
に
補
助
を
し
て
お
り
、
転
入

者
へ
の
加
算
金
や
中
古
住
宅
も
認
め
る
な
ど

細
か
な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
し
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
保

育
料
無
料
や
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
の

他
に
も
、
自
宅
で
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る

保
護
者
へ
の
手
当
や
、
国
が
実
施
し
て
い
る

出
産
・
子
育
て
応
援
金
に
加
え
、
小
学
校
入

学
時
も
応
援
金
を
給
付
す
る
こ
と
で
、
出
産

か
ら
入
学
ま
で
継
続
し
た
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
高
校
進
学
に
伴
い
町
外
に
通
学

す
る
高
校
生
等
の
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
に
、
就
学
応
援
金
制
度
も
設
け
て
い

ま
す
。

空
き
家
等
利
活
用
に
関
し
て
は
、
空
き
家

の
家
財
道
具
等
の
片
づ
け
費
用
や
リ
フ
ォ
ー

ム
奨
励
金
等
も
設
け
て
お
り
、
現
在
あ
る
資

源
を
有
効
活
用
で
き
る
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

８
．
企
業
誘
致
目
線
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

移
住
者
に
向
け
た
取
組
に
よ
っ
て
地
方
創

生
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
移
住
者
が
増
え

て
き
た
こ
と
に
よ
る
賃
貸
住
宅
不
足
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
移
住

者
年
齢
層
に
沿
っ
た
仕
事
の
創
出
が
新
た
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
問
題
を

全
体
的
に
解
決
し
よ
う
と「
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｔ
計
画
」

を
令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

企
業
の
誘
致
と
仕
事
の
創
出
（
Ｗ
／
ワ
ー

ク
）、
技
術
の
教
育
と
若
い
世
代
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
（
Ａ
／
ア
カ
デ
ミ
ー
）、
住
居
課
題

や
イ
ン
フ
ラ
問
題
の
解
決
（
Ｌ
／
ラ
イ
フ
）、

外
貨
の
獲
得
と
町
内
の
活
性
化（
Ｔ
／
つ
の
）

を
テ
ー
マ
に
、
官
民
連
携
に
よ
る
地
方
創
生

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
令
和
4
年
度
に
Ｗ
Ａ

Ｌ
Ｔ
計
画
の
核
と
な
る
団
体
「
一
般
社
団
法

人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
」
を
設
立
し
、
地
方
創

生
に
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
地
方
移
住
を

求
め
る
人
向
け
の
事
業
募
集
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
」
の
運
用
を

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
都
農
町
で
は
製
造
系
企
業
の
誘

致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
や
税
収
の
増
を
主
眼

に
置
い
て
き
ま
し
た
が
、
町
内
の
整
備
さ
れ

た
土
地
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
企
業
間

で
の
町
内
就
労
者
の
奪
い
合
い
が
起
き
て
し

ま
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

Ｉ
Ｔ
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
目
を
つ
け
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
働
き
方
の
で
き
る

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
を
誘
致
し
、
地
方

移
住
も
併
せ
て
促
進
さ
せ
よ
う
と
方
針
を
転

換
し
ま
し
た
。
都
市
部
で
は
類
似
業
種
が
多

い
た
め
地
方
で
の
起
業
を
考
え
て
い
る
若
者

や
、
温
暖
な
気
候
で
の
家
族
暮
ら
し
を
望
む

テ
レ
ワ
ー
ク
業
務
の
人
等
を
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

９
．�

こ
れ
か
ら
の
地
方
が
目
指
す　

地
域
活
性

地
域
活
性
に
は
「
移
住
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
全
国
各

地
の
「
地
方
」
と
呼
ば
れ
る
自
治
体
は
人
口

減
、
少
子
高
齢
化
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
20
～
40
代
の
就
労
・
子
育
て
世
代

が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
こ
の
年
代
に
移

住
し
て
も
ら
い
出
生
率
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
地
方
創
生
へ
の
１
番
の
近
道
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
自
治
体
側
が
準
備
す
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
制
度
設
計
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
住
民
の

歓
迎
意
識
を
醸
成
し
、
移
住
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
課
題
で
す
。

現
在
、
行
政
職
員
の
業
務
量
過
多
と
職
員

数
減
少
も
課
題
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

も
っ
て
事
業
推
進
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
官
民
連
携
を
推
し
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野
を

担
当
し
、
一
緒
に
地
方
を
盛
り
上
げ
て
い
く

こ
と
で
新
し
い
地
方
創
生
が
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の「
官
民
連
携
」

を
軸
に
置
い
た
事
業
推
進
体
制
を
築
い
て
い

き
、
他
の
自
治
体
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
れ

る
よ
う
な
「
地
方
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

宮
崎
県
都
農
町

　

ま
ち
づ
く
り
課　

企
画
調
整
係

　

主
事　

麻
田　

勇
雅

▲TSUNORUサイト内インフォマ動画一部
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フォーラム

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

（第三種郵便物認可）町 村 週 報
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（第三種郵便物認可） 町 村 週 報 2023年（令和 5年） 6月 5日　14第3242号

り
く
ぼ
く
ち
ゃ
ん

り
く
ぼ
く
ち
ゃ
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　「
い
せ
き
く
ん
」
と
「
や
よ
い
ち
ゃ
ん
」
は
、

平
成
元
年
（
1
9
8
9
年
）、
播
磨
町
が
「
共

に
生
き
よ
う
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
宣
言
を
し
た

際
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。
町
内
に
あ
る
国
指
定
史
跡
「
大
中
遺

跡
」
が
息
づ
い
て
い
た
弥
生
時
代
の
子
ど
も
た

ち
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年

（
2
0
1
0
年
）
11
月
6
日
の
「
大
中
遺
跡
ま

つ
り
」
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
初
め
て
着
ぐ
る
み
が

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
く
初
披
露
さ
れ

た
「
は
り
ま
☆
土
器
ド
キ
☆
ダ
ン
ス
」
は
、
そ

れ
以
降
、
同
お
祭
の
ほ
か
、
4
月
の
「
は
り
ま

春
風
フ
ェ
ス
」
や
、
町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
踊

る
こ
と
が
定
番
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
播

磨
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
等
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
中
心
に
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
て
い
る
「
い
せ
き
く
ん
」
と
「
や
よ
い

ち
ゃ
ん
」。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
森
林
学
習
の
一
環
と
し

て
、「
高こ

う

野や

六り
く

木ぼ
く

」
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
、

ま
た
、
町
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
ま
し
た
。
応

募
総
数
4
2
3
作
品
の
中
か
ら
、
町
内
の
小

中
学
生
の
投
票
結
果
を
ふ
ま
え
、
令
和
3
年

（
2
0
2
1
年
）
6
月
に
誕
生
し
た
の
が
「
り

く
ぼ
く
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
高
野
町
で
古
く
か
ら

大
切
に
育
て
て
き
た
6
種
類
の
木
の
総
称
「
高

野
六
木
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
、
頭
に
は
「
高
野
六
木
」
が
左
か
ら
「
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
ア
カ
マ
ツ
、
モ
ミ
、

ツ
ガ
」
の
順
で
生
え
て
い
て
、
胸
に
は
町
章
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
5
年

（
2
0
2
3
年
）
3
月
、
着
ぐ
る
み
の
お
披
露

目
の
際
に
は
、
特
別
住
民
票
が
交
付
さ
れ
、

観
光
・
広
報
大
使
に
も
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
森
林
や
木
育
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト

を
中
心
に
、
町
の
P
R
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
き
ま
す
。

ふたりとも2014年3月28日生まれ。たいちゃ
ん（写真左）は男の子、きーちゃんは女の子。
みんなに癒しを与え、笑顔にするのが得意。
「べっこう寿司」と「大内山牛乳」が大好物。

いせきくん（写真左）：おっとりしていて
優しい、ちょっとシャイな10歳の男の子。
やよいちゃん：明るくて誰とでも仲良くな
れる8歳の女の子。ふたりとも「はりま☆
土器ドキ☆ダンス」を踊るのが得意で、好
きな食べ物はお母さんの手作りおだんご。

2
0
2
1
年
6
月
1
日
生
ま
れ
。
高
野
町
の
豊
か
な
自
然
を
守
っ

て
い
る
妖
精
。
年
齢
・
性
別
不
詳
（
妖
精
の
た
め
）。
ダ
ン
ス
が
得

意
で
、
趣
味
は
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
。
き
の
こ
が
大
好
物
。
高

野
山
金
剛
峯
寺
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
こ
う
や
く
ん
と

は
親
友
。

　
平
成
18
年
度
（
2
0
0
6
年
度
）、
大
紀
町

に
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制
作
し
よ
う
と
、

三
重
県
立
松
阪
工
業
高
等
学
校
の
繊
維
デ
ザ

イ
ン
科
に
委
託
し
た
と
こ
ろ
、
当
時
2
年
生

だ
っ
た
38
名
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
翌

年
度
、
町
内
外
か
ら
の
意
見
も
取
り
入
れ
る

こ
と
と
な
り
、
毎
年
10
月
に
開
催
す
る
「
大

紀
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
の
会
場
に
選
定
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
集
約
し

た
後
、
大
紀
町
観
光
協
会
が
選
定
し
、「
た
い

ち
ゃ
ん
」
と
「
き
ー
ち
ゃ
ん
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。
ふ
た
り
が
着
て
い
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
は

そ
れ
ぞ
れ
名
前
の
頭
文
字
を
プ
リ
ン
ト
さ
れ

て
お
り
、
大
紀
町
名
産
の
「
七
保
牛
」
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
「
た
い
ち
ゃ
ん
」
は
「
川
」、「
大

内
山
牛
乳
」
の
乳
牛
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

「
き
ー
ち
ゃ
ん
」
は
「
海
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
尻
尾
は
葉
っ
ぱ
で
で
き

て
い
て
、
町
の
豊
か
な
自
然
を
表
現
。
ふ
た
り

仲
良
く
町
の
観
光
P
R
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

和歌山県高野町
三重県大紀町

兵庫県播磨町

い
せ
き
く
ん
・
や
よ
い
ち
ゃ
ん

い
せ
き
く
ん
・
や
よ
い
ち
ゃ
ん

Vol.121

三
重
県
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歌
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県
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庫
県
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ょ
う

次
回
は
、西
ブ
ロ
ッ
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四
国
・
九
州
・
沖
縄
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コ
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キ
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徳
島
県
唯
一
の
村
、
名
東
郡
佐
那
河
内
村
は

四
国
徳
島
県
の
中
東
部
に
位
置
し
、人
口
約
２
、

２
０
０
人
、
総
面
積
が
42
・
28
㎢
の
小
さ
な
村

で
す
。
県
都
徳
島
市
か
ら
車
で
30
分
の
距
離
に

位
置
し
、
美
し
い
川
と
日
本
最
古
と
も
言
わ
れ

る
棚
田
の
風
景
、
紀
伊
半
島
ま
で
眺
望
可
能
な

大
パ
ノ
ラ
マ
に
加
え
、
紫
陽
花
や
星
空
が
美
し

い
大
川
原
高
原
な
ど
、
心
癒
や
さ
れ
る
「
徳
島

の
穴
場
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
時
中
、
私
の
曾
祖
父
は
村
民
の
要
望
を
受

け
、
自
ら
の
体
調
不
良
を
押
し
て
村
長
に
就
任

し
ま
し
た
が
、
病
状
が
悪
化
し
、
任
期
を
全
う

す
る
こ
と
な
く
志
半
ば
で
他
界
し
ま
し
た
。
そ

し
て
平
成
27
年
、
村
を
二
分
す
る
村
長
選
挙
が

行
わ
れ
た
際
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
か
ら
私

に
、
曾
祖
父
の
話
を
重
ね
、
出
馬
の
要
請
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
、
民
間
団
体
に
勤
め
て

い
た
私
は
、
悩
み
抜
い
た
結
果
、
出
馬
を
決
意

し
、
激
し
い
選
挙
戦
の
末
、
政
治
の
世
界
に
入

り
ま
し
た
。
曾
祖
父
の
座
右
の
銘
は
『
公
平
無

私
』
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
私
も
そ
の
想
い

を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
那
河
内
村
の
歴
史
は
古
く
、
村
史
に
よ
る

と
平
安
時
代
中
期
、
治
安
年
間
（
１
０
２
１
～

１
０
２
４
年
）
に
現
在
の
村
名
（
当
時
は
上
・

下
佐
那
河
内
村
）
が
記
さ
れ
、
以
来
１
０
０
０

年
の
歳
月
を
経
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
22
年

の
村
制
施
行
か
ら
１
３
３
年
が
経
過
し
、
郡
内

に
11
あ
っ
た
村
が
次
々
と
合
併
す
る
な
か
、
名

称
と
文
化
を
守
り
続
け
る
、
由
緒
あ
る
伝
統
を

誇
る
一
郡
一
村
の
自
治
体
で
す
。

本
村
に
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
多
種

多
様
な
「
村
自
慢
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
筆

頭
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
す
。
江
戸
時
代

に
蜂
須
賀
公
へ
献
上
さ
れ
て
い
た
「
棚
田
米
」

を
は
じ
め
、「
み
か
ん
」「
す
だ
ち
」「
ゆ
ず
」「
ゆ

こ
う
」
な
ど
の
和
柑
橘
、
さ
ら
に
は
高
級
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な
「
さ
く
ら
も
も

い
ち
ご
」
や
、「
達
磨
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
」「
大

川
原
ネ
ギ
」「
し
い
た
け
」
な
ど
、
豊
富
な
農

産
物
を
「
村
の
ご
ち
そ
う
」
と
し
て
、
県
内
外

の
食
卓
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
、
東

京
の
企
業
で
は
本
村
初
と
な
る
拠
点
誘
致
が
実

現
し
、
和
柑
橘
を
原
料
と
し
た
化
粧
品
・
飲
料

な
ど
の
製
造
・
販
売
と
と
も
に
、
洗
練
さ
れ
た

コ
ン
セ
プ
ト
の
カ
フ
ェ
が
併
設
さ
れ
、
地
域
に

新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
自
治
で
特
筆
す
べ
き
は
、
地
域

が
「
講
中
」「
常
会
」「
名
中
」
と
呼
ば
れ
る
重

層
的
な
住
民
自
治
組
織
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い

る
、
現
在
で
は
非
常
に
稀
有
な
自
治
体
で
す
。

村
内
に
47
存
在
す
る
常
会
で
は
、
行
政
や
地
域

行
事
の
情
報
伝
達
の
み
な
ら
ず
、
河
川
や
道
路

の
清
掃
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
人
の
つ
な
が
り
や
豊
か
な
自
然
、
そ

し
て
「
ふ
る
さ
と
教
育
」「
英
語
教
育
」「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
教
育
」
を
三
本
柱
に
し
た

小
中
一
貫
教
育
な
ど
に
魅
力
を
感
じ
た
子
育
て

世
代
の
移
住
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
村
と
し

て
も
ス
ム
ー
ズ
な
移
住
の
た
め
、
事
前
に
常
会

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
し
き
た
り
・
慣
習
・

伝
統
な
ど
を
ご
納
得
い
た
だ
い
た
上
で
転
入
す

る
仕
組
み
を
整
え
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
維
持
の
た
め
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
超
高
齢
社
会
が
、
我
々
の
前
に
峠
と
し

て
訪
れ
、
２
０
４
０
年
に
は
１
・
５
人
の
現
役

世
代
が
１
人
の
高
齢
世
代
を
支
え
る
世
代
間
の

不
均
衡
が
、
よ
り
高
い
峰
と
し
て
待
ち
構
え
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
全
て
の
村
人
が
峠
と
峰

を
越
え
、
そ
の
先
に
あ
る
「
豊
か
で
」「
穏
や

か
で
」「
優
し
い
」、
今
ま
で
と
変
わ
り
の
な
い

佐
那
河
内
村
に
着
到
す
る
た
め
に
は
、
人
と
人

と
の
絆
や
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
、

文
化
、
豊
か
な
自
然
、
優
秀
な
農
産
物
な
ど
の

地
域
資
源
を
村
人
み
ん
な
で
見
直
し
、
掘
り
起

こ
し
、
移
住
者
の
新
た
な
力
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
よ
り
本
質
的
で
創
造
的
な
取
組
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、「
豊
か
な
未
来
へ

向
か
っ
て
つ
づ
く
村
宣
言
さ
な
ご
う
ち
」
を
将

来
像
に
、
持
続
可
能
で
賑
わ
い
の
あ
る
村
づ
く

り
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
さ
な
ご
う
ち　

次
世
代
へ
贈
る
、
新
し
い
光
景
・
も
の
が
た
り

の
創
出
（
略
称
・
さ
な
ご
う
ち
新
も
の
が
た
り

創
出
事
業
）」
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
村
誕

生
１
０
０
０
年
の
節
目
と
な
る
昨
年
か
ら
キ
ッ

ク
オ
フ
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
（
村
人
で
あ
る
誇
り
）
の
醸
成
」「
村

の
歴
史
・
伝
統
文
化
の
保
存
」「
村
に
の
こ
る

文
化
資
産
の
披
露
」「
村
の
集
い
の
場
の
創
出
・

活
性
化
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
そ
の
理
念
を
全
て
の
村
民
、

村
職
員
が
共
有
し
、
強
力
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、「
さ
ち
香
る　

風
の
谷
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
、
村
の
特
産
品
や
観
光
地
、
歴
史
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
を
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
で
表
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ー
ク
を
旗
印
と
し
て
、
村
人
と
と
も

に
未
来
の
子
・
孫
世
代
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、

「
公
平
無
私
」
を
心
に
、
次
の
１
０
０
０
年
に

向
け
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

豊
か
な
未
来
に
向
け
た

　
新
も
の
が
た
り
の
創
出

岩い
わ

城き

　
福よ

し

治じ

徳
島
県
佐さ

那な

河ご
う

内ち

村
長
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